
その昔汐越村といって ， 一裕が浅瀬の入江であったが， 今から

約150 年前の文化元 ・ 6 ・ 4 突如襲来した大地震のため，仙台の松

島に も勝ると 11惨された絶景象潟は一夜にして水なき島々 と化

し ， 現在は回の中に陸上から約 3m も隆起して昔の姿をしのば

せているに過ぎないが， 1 ， 200 年の伝統を誇る鮒満寺(かん まん

じ) ， 海水浴場，海岸美等を有し， 四季を ìilí じての観光地である。

沿線の羽後小沌駅附近に奈曽の白沌があり， これは昭和 5 年史

跡名勝天然記念物に指定され，また新日本観光百選に入選した

処である。なお附近には金峰神社蔵王堂があり，慈党大師lの建

立といわれ， 秘仏政王権現像三休は役の行者作 と もいわれ有名

であ る。東北第 1 の高峰である鳥海山 も同駅から約 16km ， 徒

歩 6 1時間で山頂を極めるこ とができる。 私悶;計士の別名がある。
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ちょうききゅうふ 長期給付 (国鉄共済組合)

1 概要

公共企業休職員等共済組合法にも と づいて ， 国鉄共済組合が

行う本米の事業の一つ。その磁類は同法第 48 条におし、て退職年

金 ・ 減額退職年金 ・ 退職一時金 ・ 廃疾年金 ・ 廃疾一時金・遺族

年金および逃族一時金の 7 つの給付に定められている。なおこ

れに準ずるものとして，附則第 22 条による未帰還者留守家族年

金がある。すべて退職または死亡後に支給されるものであり ，

短期給付が原J'! IJ と して在職中における給付であることと盗めて

対照的な制度である。これらの給付を長期j給付と総称するのは，

支給額 ・ 支給条件等の給付内容が組合加入期間に対応して定め

られ，またこれに製する費用も，組合に加入 してから死亡する

までの長期間にわたる保険事故の確率にも と づいて，収支相似

うように計算されるものだカらである。

国鉄共済組合の長ItJj給付制度は，沿4主的には， 恩給を受ける

こ とができない現業雇傭(ょ う )人に対し，恩給に代るものとし

ての業務災害給付を行うこ と か ら発足したのであるが， その後

漸次傾を広け'て，恩給に相当する退職給付および遺族給付が加

味されるに歪り ，ほぼ現在の長期l給付制度の原形ができ上った

のである。したがって長期給付制度は，恩給制度に対する補完

的な意味てe成長してきたのであるが，昭和 24 ・ 6 ・ 1 公社移行と同

時に恩給制度は， 公社紋員については原則として適用されない

こ ととなり ， 種々|問題を生ずるに至ったので ， 新たに国鉄にふ

さわしい長期給付制度を確立するため， 昭和 31 ・ 7 ・ 1 公共企業休

職員等共済組合法が施行されるに至ったのである。

なお業務災害給付はその給付の性絡上，組合員の相互救済を

目的とする共済組合の給付であるよりも，むしろ事業主の一方

的に負担すべきものとして共済組合の給付から外され，業務災

轡補償に|刻する協約によ り ，国鉄が術!弘する ことになっている。

2 長期給付の内容

(1) 退職年金 組合員!切 r':J 20 年以上の者が退職したときは，

退職年金を支給する。 退職年金の年額は， 組合員期間 20 年以上

21 年未満に対し， 俸給年綴の _iQー とし ， 組合員期間20年以上l "fo
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を治すごとに俸給年額の誌を力目算する。
なお退職年金は 55 才に達するまではその支給を停止する。

削 減額退職年金 退職年金受給権者が 55 才に達する前に

年金を受けることを希望すれば， その時から滅額返絞年金を支

給する。ただしその額は退職年金の年riÞlからその綴の一生ー に，
100 

55 才と 支給開始年令との差年数を乗じた額を滅じた額とする 。

(3) 退職一時金 組合員期間 l 年以上 20 年未満の者が退職

したときは，退職一時金を支給する。

退職一時金の傾は，俸給日額に次表に定める日数を梁じて得

た金額とする。
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組合 員期間 | 日 数 | 組合員期間1 1 日 数

1 年以上 2 年未満 20 日 11 - 12 

2 - 3 40 12 - 13 280 

3 - 4 60 13 - 14 305 

4 - 5 80 14 - 15 330 

5 - 6 105 15 - 16 360 

6 - 7 130 16 - 17 390 

7 - 8 155 17 - 18 420 

8 - 9 180 18 - 19 450 

9 - 10 205 19 - 20 480 

10 - 11 230 

(4 ) 廃疾年金 組合員が 2 年以上経過した後に傷病(業務上

を除く)により退職し， ì去別表第 4 (略)の廃疾の状態にあると

きは，~疾年金を支給する。この場合退職年金受給権者につい

ては，いずれか有利な方を支給する。廃疾年金の年額は， 俸給

何百に， 1 級母 2 級恭 ， 3 級古告を乗じた頒とする。受
給権を失った場合，既支給年金の総額が， 年金受給権者となら

なかったならば受けるこ とができた退職一時金と ， 俸給 12 月 分

と の合算古賀に渦ーたないと きは， その差綴をその者またはその遺

族に支給する。

( 5) 廃疾一時金 組合員JtJj間 20 年未満の者で業務によらな

い傷病のため退職 し ， 法lJ lJ表第 5 (略)の廃疾の状態にあるとき，

または法5JIJ表第 4 (略)の廃疾の状態にあるが廃疾年金に該当 し

ないときは，退職一時金にあわせて廃疾一時金を支給する。 廃

疾一時金の額は，俸給の 12 月分 とする。

(6) 遺族年金 組合員期間 20 年以上の者が死亡したときは，

その者の遺族に巡族年金を支給する。遺族年金の年額は， 退職

年金の年綴に相当する叙の÷とする。
ここで巡族とは， 組合員または組合員であった者の配偶者 ・

子 ・ 父母 ・ 孫および祖父母で，組合員または組合員であった者

の死亡当時，主としてその収入によって生百 |を維持していた者

である。たどし委以外の者にあ っ ては， 次に掲げる要件に該当

する場合に限 る。

ア 夫 ・父母または祖父母については， 55 才以上であるか，

または法別表第 4 もしくは法別表第 5 に掲げる程度の廃疾の状

態にあって，生活資料を得るみちがない こ と。

イ 子または孫については， 1 8 才未満で まだ婚姻(属出をし

ないが事実上婚姻関係と問機の事情にある場合を含む)してい

ないか， またはi去別表第 4 (略)もしくは法別表第 5 (略)に掲げ

る程度の廃疾の状態にあっ て生活資料を得るみちがない こと。

なお巡族年金受給権者が，次の各号に該当するに至ったとき

は失権する。この場合同順位者がなくて後l順位者があるときは

その者に支給する。ア 死亡した とき イ 婚姻したとき ウ

三親等内の親族以外の者の縫子と な っ たとき エ 子または孫

(法別表第 4 または法5J lj表第 5 の廃疾の状態にあ っ て ， 生活資料

を得るみらがない者を除 く )が 18 才に達したとき オ 法別表

第 4 または法別表第 5 の廃疾の状態にあ って ， 生活資料を得る

みちがないためili族年金を受けていた者につき， その事前がな

くなったとき。

(7 ) 遺族一時金 組合員期間 20 年未満の組合員が死亡した

ときは， その者の逃族にi立族一時金を支給する。遺族一時金の

額は， 俸給日頒に， 組合員期間に応じ (3) に褐げる表に定める

日数を乗じて得た金領とする。

(8) 未帰還者留守家族年金 未帰還更新組合員で現に普通恩

給を給されてい る者， または給されることとなる者については，

施行日以後または普通恩給を給されることとなるべき日以後，
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